
東京都市大学における研究活動に関する運営及び管理体制 最高管理責任者

理事長

監事 監査室

監事

公的研究費内部監査担当者

研究委員会

不正防止計画推進部署 監査担当者

研究活動の
不正防止推進委員会

統括管理責任者

公的研究費関係部署 事務処理相談窓口

研究支援課

研究推進課

研究倫理教育副責任者 コンプライアンス推進責任者

          　　　　

通報窓口

総務人事部門総務部の長 コンプライアンス推進副責任者

研究倫理教育責任者

研究倫理教育副責任者

不正防止計画推進部署

事務処理相談窓口

　

通報窓口

・不正行為にかかわる告発の受付、相談、情報の整理及び最高管理責任者等への報告を行う。

コンプライアンス推進副責任者

各専攻主任教授
各学科主任教授

人文・社会科学系主任教授
自然科学系主任教授

外国語共通教育センター主任教授
研究推進部長

各学科主任教授

事務局関連部局各部長

・各部局等の運営・管理について実質的な責任と権限を持ち、統括管理責任者の指示の下、自
  己の管理監督又は指導する部局等において、コンプライアンス教育、適切な管理・執行
　のモニタリングとその改善指導を行う。
・統括管理責任者が策定する実施計画に基づき、競争的研究費等の運営・管理に関わる全て
  の構成員を対象としたコンプライアンス教育を実施する。
・統括管理責任者が策定する実施計画に基づき、競争的研究費等の運営・管理に関わる全て
  の構成員に対して、コンプライアンス教育にとどまらず、不正根絶に向けた継続的な啓発活動
  を実施する。

研究を行う教職員等
※「教職員等」とは、「東京都市大学就業規
則」（以下「就業規則」という。）に基づき雇用さ
れている教職員及び学部学生、大学院生、研
究生並びにその他本学に在学又は在籍して
修学若しくは研究に従事する者をいう。

競争的資金等の運営・管理に関わる構成員（非
常勤を含む研究及び事務手続きに携わる教育職
員、技術職員並びに事務職員、その他関連する
者

※啓発活動については、競争的資金等の運営・
   管理に関わる構成員のみならずそれ以外の
   構成員全員が対象となる。

・コンプライアンス推進責任者の指示に基づき、学科等における不正行為の防止に関する管理
  運営に取り組む。

・所属する研究者、研究支援人材など広く研究活動に関わる者を対象に、研究倫理に関する
  知識を定着・更新させるべく、定期的に研究倫理教育を実施する。

・研究倫理教育責任者の指示に基づき、研究科等における不正行為の防止に関する管理運営
  に取り組む。

・研究活動の不正行為の防止及び研究者等の適正な執行のため、最高管理責任者のもと不正
  防止計画の策定・見直しとその状況確認、モニタリングによる執行状況の検証、公的研究費の
  管理に関する各部局、監事及び内部監査部門との連携を図る。
・統括管理責任者とともに機関全体の具体的な対策(不正防止計画、コンプライアンス教育・啓発
  活動等)を策定し、実施状況を確認する。

・公的研究費に係る事務処理手続き及び資金の使用等に関し、研究遂行の適切な支援を行う
　（研究支援課）。

・研究活動における不正行為について事例や動向を収集し、事前に防止するための取組を推進
  する（研究推進課）

研究倫理教育責任者 コンプライアンス推進責任者

各研究科長

各学部長

共通教育部長

総合研究所長

原子力研究所長

事務局長　等

各学部長

共通教育部長

総合研究所長

原子力研究所長

事務局長

・理事長の直轄的組織である学校法人五島育英会監査室が、法人に所属する職員から監査担当
  者を指名し、複数の組織から人員を確保してチームとして内部監査を実施する。

・最高管理責任者を補佐し、研究活動について機関全体を統括する実質的な責任と権限を持ち、
  基本方針に基づき、機関全体の具体的な対策の策定・実施、報告を行う。
・コンプライアンス教育や啓発活動等を通じて構成員の意識の向上と浸透を促し、組織全体で不
  正を防止する風土を形成するための総合的な取組を行う。
・競争的研究費等の運営・管理に関わる構成員を対象としたコンプライアンス教育や啓発活動等
  の具体的な計画を策定・実施する。
・不正防止計画推進部署とともに不正防止計画を策定し、実施する。

・機関全体を統括し、研究活動について最終責任を負う。
・不正防止対策の基本方針を策定し、周知するとともに実施するために必要な措置を 講じる。
・統括管理責任者及びコンプライアンス推進責任者が責任を持って  管理・運営が行えるよう適切
  にリーダーシップを発揮する。
・不正防止対策の基本方針や具体的な不正防止対策の策定に当たり、重要事項を審議する役員
  会・理事会等において審議を主導するとともに、その実施状況や効果等について役員等と議論を
  深める。
・自ら部局等に足を運んで不正防止に向けた取組を促すなど、様々な啓発活動を定期的に行い、
  構成員の意識の向上と浸透を図る。

最高管理責任者

学長

統括管理責任者

副学長
※不置の場合は大学院研究科長

から最高管理責任者が指名

・監事は、不正防止に関する内部統制の整備・運用状況について　機関全体の観点から確認し、
  役員会等で意見を述べる。
・監事は、特に、統括管理責任者又はコンプライアンス推進責任者が実施するモニタリ ングや内
  部監査によって明らかになった不正発生要因が不正防止計画に反映されているか、また、不正
  防止計画が適切に実施されているかを確認し、意見を述べる。
・競争的研究費等の運営・管理についても重要な監査対象として確認する。

・基本方針の作成

・必要な措置
・実施状況報告

指名

設置

指揮

連携
・公的研究費の不正要因把握

及び

・不正防止計画の策定・実施

・機関全体の具体策の策定

・コンプライアンス教育、啓発

活動等の計画策定・実施

・不正防止計画の策定・実施

・不正行為防止の管理運営

・コンプライアンス教育、啓発活動

・具体策の実施、受講管理

・コンプライアンス教育、啓発活動

・モニタリング、改善指導

・研究倫理教育の管理運営

・具体策の実施、受講管理

・研究倫理教育、啓発活動

・モニタリング、改善指導

・研究倫理教育、啓発活動

・機関全体の具体策の策定 ・実施状況報告

・研究倫理教育・啓発活動等の

計画策定・実施

連携

連携

・実施状況報告

・不正防止の取組促進

・啓発活動の定期的実施

・各部局構成員の意識向上

と浸透を図る

・実施状況報告・実施状況報告
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